
「希望に満ち、一人一人が輝く学校」９月号

陽 心
教育目標 自主 健康 奉仕

東陽中学校区の小中学校では、毎月の１４日を「トーヨーの日」として、

『家族団らんの日』を推進しています。 ９月は１４日（土）です。

夏休みが終わり９月２日から２学期が始まりました。今年の夏休みは猛暑とともに雷雨

や台風が相次ぎ、計画通りにいかないことも多かったようです。8月下旬には部活動の市

内大会が行われた部もあり、新体制での活動が本格的に始まりました。また、２年生代表

生徒の広島平和記念式典中学生派遣や３年生代表生徒の少年の主張発表大会があり、代表

生徒が立派に活動しました。

第2学期始業式 9／２に始業式を行いました。各教室をオンラインで

繋ぎ、生徒は各教室から参加しました。式では、各学

年代表から今学期の抱負を発表してもらいました。

１年生代表からは、部活動で自分たちでできること

をしっかり行い、本校の伝統を守っていきたいことや

学校行事では積極的にチャレンジしたいということに

ついて、２年生代表からはクラスで団結して行事に全力で取り組むことや毎日の授業でノ

ートをきちんと取り、学習にしっかり取り組むことについて、３年生代表からは入試に向

けて計画的に学習し、苦手教科を克服したいこと、生活面を見直し、時間を有効活用して

いくこと等の話がありました。生徒一人一人が2学期の学校生活を送る上で大いに参考と

なりました。式辞では、学校教育目標である「明日に夢をもって生きていこう(陽心）」に

向かって、「あいさつの励行」と「学ぶ力を身に付けてほしい」という話をしました。ま

た、現在パリで行われているパラリンピックに車椅子テニスで出場している、本校卒業生

の大谷桃子選手に東京大会以上の成績を残してほしいとエールを送りました。

県総体、県吹奏楽コンクール ７月に県総合体育大会、８月に県吹奏楽コンクールが

行われました。どの部も練習の成果を遺憾なく発揮し、立派な成績を収めました。各部の

成績は次のとおりです。 ※（関）・・・関東大会出場 （全）・・・全国大会出場

（東関東）・・・東関東吹奏楽コンクール出場

○陸上競技

・１年男子走高跳 第３位 ・２年男子１００ｍ 第４位 ・２年男子２００ｍ 第３位

・２年男子走幅跳 第１位 ・２年女子１００ｍ 第７位 ・２年女子８００ｍ 第４位

・２年女子１５００ｍ 第４位 ・２年女子走幅跳 第８位

・３年女子８００ｍ 第１位 ・３年女子１５００ｍ 第２位（関・全）

・共通男子四種競技 第７位 ・共通女子 4×１００mR 第8位

・女子総合 第3位
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○ハンドボール 第３位 ○サッカー 2回戦敗退 ○バレーボール男子 初戦敗退

○ソフトテニス男子 ３回戦敗退 ○バドミントン女子 団体戦初戦敗退

○卓球女子 シングルス初戦敗退

○剣道 ・男子 団体戦初戦敗退 ・女子 団体戦2回戦敗退 個人戦２回戦敗退

○水泳 ・２００ｍ平泳ぎ 第５位（関） ・２００ｍ個人メドレー 第６位（関）

○県吹奏楽コンクール Ａ部門 金賞（東関東）

関東大会・全国大会 県総体・県吹奏楽コンクールを見事勝ち抜き、陸上競技、水泳

吹奏楽の３つの部が関東大会・東関東吹奏楽コンクールに出場しました。また、陸上競技

女子１５００ｍで全国大会出場も達成しました。選手の皆さん、顧問の先生方お疲れ様で

した。大会成績は次のとおりです。

＜関東大会＞ ※（ ）は開催地

・陸上競技（東京都） 女子１５００ｍ 予選敗退 女子１００mH予選敗退

・水泳（栃木県） ２００ｍ平泳ぎ 予選敗退 ２００ｍ個人メドレー 予選敗退

＜東関東吹奏楽コンクール＞ ※（ ）は開催地

・吹奏楽部 銅賞（宇都宮市）

＜全国大会＞ ※（ ）は開催地

・陸上競技（福井県） 女子１５００ｍ 予選敗退

広島平和記念式典中学生派遣

８／２２に蔵の街楽習館で、令和６年度広島平和記念

式典中学生派遣の報告会が行われました。本校から２年

生の生徒２名が参加しました。報告会では、平和記念式

典に参加し、世界情勢を悲観することなく行動を起こし

ていくことの大切さや被爆体験講話を聞いて何不自由な

く生活できていることの幸せを実感したことなど、２人

とも今回の貴重な体験を元に平和への思いを自分事とし、

学んだことや感じたことをたくさんの人に伝え、平和を

守っていきたいという強い思いを発表することができました。

栃木県少年の主張発表大会下都賀地区大会

８／２２に壬生町城址公園ホールで、栃木県少年の主張

発表大会下都賀地区大会が開催されました。本校からは３

年生男子生徒が代表で発表しました。１８番目に登壇し、

聴衆に訴えるように、自分の思いを堂々と発表しました。

発表後には会場からたくさんの拍手が贈られ、「上手だね。

思いが伝わってきた。」といった感想が聞こえてきました。

参観した多くの方を前に素晴らしい発表ができました。


